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§１．研究成果の概要 

 

初めに、ナノラマン分光装置の改良を行うことで、高い再現性と安定性でナノ分光計測できる基

盤を整えた。具体的には、自身が開発したドリフト補正機構の各パラメーターと検出系のスループ

ットを最適化し、数時間におけるナノイメージングを実証した。また、金属ナノ構造やそれらの修飾

技術も改良した。 

その後、赤外分光計測に向けた顕微鏡開発を行った。現在既に構築してあるラマン分光計測装

置に、赤外入射系を上から導入した。また、検出系では、エッジフィルターを利用して可視の反射

光とラマン散乱光を空間的に分離する系を構築した。可視の反射光強度は、赤外パルス光の周波

数と同じ周波数で変調される。そのため、パルス周波数でロックイン検出を行うことで、高感度かつ

高速に信号検出が可能である。ポリスチレンビーズの IR イメージングとスペクトル測定により光学系

の評価を行なった。光学顕微鏡によるラマン散乱・赤外吸収測定の空間分解能はサブ波長程度で

あるものの、高い時間分解能（ミリ秒）と広い観察視野（<100 µm）を有しているため、ブレンドポリマ

ー等の相分離現象を観察し、化学構造を可視化した。これらは、細胞や組織切片等の観察に有効

な手段であることを示した結果である。 
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